
卯辰山開拓録より（明治二年刊行）

慶応三年前田慶寧が命じて卯辰山を開拓し市街を
設け、養生所、招魂台、産物集会所、撫育所等を
開いた。図は当時の天神橋や帰厚坂が画かれている。
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講 話 予 定

３月１８日（木）
フリーアナウンサー　平見夕紀氏

「伝えるということ」

３月２５日（木）
人材情報センター　竹内和貴氏
「新卒・中途採用の現状」

　１８日（木）　２月定例理事会　　　　　　　　松魚亭にて
　１９日（金）　次年度クラブ協議会　　　　　　斎やにて
　２５日（木）　夜間例会　　　　　　　　　　　招龍亭にて

 ２月クラブ日誌

　第1743回例会　夜間例会
　２月２５日（木）晴れ　18：00 ～ 20：30　　招龍亭

１． 例　会
　ロータリーソング「それでこそロータリー」
　会長挨拶と乾杯　　　 　　　　　　　　　　
　ニコニコボックス披露
　揚琴　演奏
　歓　談
　閉会の挨拶　　　辻企画担当
　ロータリーソング「手に手つないで」
２．出　欠
　出席２４名　欠席３２名
　出席率４３．６４％
ニコニコボックス
　安宅君、汐井君
　　　　　今日は皆さんと、愉しく楽しく飲んで騒ぎましょう。

合計２，０００円（累計４５８，０００円）

　第1744回例会
　３月４日（木）小雨　12：30 ～ 13：30　　　松魚亭

１． ロータリー梅林・卯辰山工芸工房見学
２．出　欠
　出席３８名　欠席１８名　
　出席率６９．０９％　ビジター３名
３．来訪者（敬称略）
　金　沢ＲＣ　佐野由於　味岡桂三
　金沢東ＲＣ　諸江賢二
４．幹事報告
　・米山奨学生、アミナ・サラワトさん来会
　・会食後、ロータリー梅林・卯辰山工芸工房見学
５．皆出席顕彰（敬称略）
　７ヶ年　吉井　清
６．お誕生日祝い（敬称略）
　　１日　馬場　貢
　　２日　中村芳明
　　４日　横井清治
　　５日　瀧川眞人
　　８日　中田龍一
　１１日　勝田浩之
　２４日　平本健治
　２５日　畠　善昭
　２９日　汐井俊彦
　３０日　深山　彬
７．ご結婚記念日祝い（敬称略）
　　６日　小間井宏尚　松田忠秋　
　　７日　上田忠信
　１１日　大澤久廣
　２１日　水巻啓光　　神田秀樹
　２２日　玉田善明
　２７日　磯野進吾
　２８日　馬場　貢
　２９日　佃　一成　
　３０日　畠　善昭
　３１日　卯野正博　
ニコニコボックス
　安宅君、汐井君
　　　　　ロータリー梅林・卯辰山工芸工房見学、楽しみにしていま 
　　　　　す。
　上田君、卯野君　結婚記念月です。
　横井君　誕生祝い有難うございます。今日が誕生日です。

　瀧川君　明日は誕生日です。祝って下さり、有難うございます。
　小川君　この度、４月１日付けで東京に転勤することとなりました。
　　　　　３年間の間、本当にお世話になり、有難うございました。  
　　　　　残された時間で、金沢での色々な後片付けを致します。宜
　　　　　しくお願いします。
　ＯＢ会員　山上啓介君
　　　　　ご無沙汰しております。門前の山上です。孫自慢を一 つ。
　　　　　この度、金沢大学医学部に『一般推薦枠』で合格しました。
　　　　　年寄りの楽しみが、一つ増えました。合掌

合計１３，０００円（累計４７１，０００円）

  理　事　会　報　告
  　　　　平成２２年２月１８日（木）出席者１１名

◆審議事項
　①新会員の件　
　　皆川容徳行政書士事務所　皆川容徳氏　　　　
　◆その他
　①東京小石川ロータリークラブの件
　　５月２０日（木）当クラブの夜間例会にて調印式
　②ロータリー梅林見学
　　３月４日（木）会食後、現地集合

4月・5月の例会変更のご案内

……………………金沢ＲＣ……………………
４月１４日（水）１８：００～　 ホテル日航金沢「観桜会」

……………………金沢東ＲＣ……………………
４月１２日（月）１８：３０～　金沢スカイホテル「春の特別例会」

４月２６日（月）休　会
……………………金沢西ＲＣ……………………
４月９日（金）１８：００～　和田屋「観桜例会」

　５月７日（金）休　会
……………………金沢南ＲＣ……………………
４月１３日（火）１８：３０～　会場未定「観桜会」
……………………金沢北ＲＣ……………………

４月８日（木）１８：３０～　松魚亭にて「お花見夜間例会」
……………………香林坊ＲＣ……………………
４月１２日（月）１８：３０～　金城楼「観桜会」

５月３１日（月）　休　会　
……………………みなとＲＣ……………………

４月６日（火）１８：００～　ゆわく温泉かなや旅館「観桜夜間例会」



2 0 0 9 - 2 0 1 0年度  

金沢北ロータリークラブ会長テーマ 「ぶらず、らしく。」 
何ごとにもロータリアンぶらず。 

しかし、ロータリアンらしくあれ。 

R. I 会長 　 ジョン・ケニー 2009-2010年度国際ロータリーテーマ 

THE  FUTURE  OF  ROTARY  IS  IN  YOUR  HANDS 「ロータリーの未来はあなたの手の中に」 

　今年度がスタートし、覚悟も新たに気合を入れ直したばかりの
その時、磯野直前会長より祝意と共に提供されたのが、友好クラ
ブの締結を希望しているクラブとのお見合いというプロジェクト
でした。
　今年度の事業は、全て理事会の承認を得、要覧を配布すること
で会員各位にはお伝えし、実施あるのみといったその時でした。
　個人的にといえば、出航したてでもあり、余計なことはしたく
はない、これが正直な本音でありました。
　当面は、磯野さんを渉外窓口とし対応する中で、穏やかな進行
が望ましいと考えていました。何故なら、求婚者のプロフィール
を何一つ存じ上げてはいなかったのですから…。
　一ヶ月あまりのメールの遣り取り（勿論、磯野さんを仲立ちと
してですが、）のなかで、思いが変化してきました。
　そもそものきっかけは、後述の通り磯野直前の人格によるとこ
ろがキーポイントであり重要な要素であると思いますが、同時に
当クラブを高評価（好評価）していただいてもいると感じるよう
になってまいりました。そのことは、その後の打ち合わせの度に、
お相手の方々より「熱意」として伝わってきたことで証明された
と思っております。
　約半年のあわただしい期間ではありましたが、その間、曽我修
一会長にも、昨年１１月当クラブ例会にご来訪いただきました。
　また、このことの実現のコーディネイト、謂わば舞台監督を果
たしていただきました広報・情報委員会、高月清司様には、大雪
の中のご来沢を含め、打ち合わせいただきお世話をお掛けいたし
ましたが、このご縁のキューピットであり、氏無くしてこの好事
はあり得なかったと申しても過言ではありません。厚くお礼申し
上げる次第です。
　このような経緯を辿りながら、東京小石川ＲＣの皆様とは「芝蘭
の契り」を結ぶべくお話をしてまいりました。
　当理事会には、昨年９月に議案として初上程し、協議・審議を
経て本年１月理事会において締結する件の承認を得ました。
　それを受け、２月５日（金）小石川ＲＣ例会に赴き、締結受諾の
ご挨拶をさせていただいたところです。
　当日は、歩いていると汗ばむほどの晴天であり、前泊した小生
のそれ、および当日の一番機を利用した磯野さんの到着時刻が、
天候のため大幅な延びになったことなど無かったかの如きでした。
　この二名に加え、松本会員にも同行いただき、例会（会場は椿
山荘）に出席したわけです。
　非常に暖かく迎えていただき、北クラブを代表して受諾挨拶を
する光栄に感謝いたしました。
　早速、きたる５月２０日（木）の、当クラブ例会に会員あげて訪
問し、できればその機会に締結の調印式を、との申し出を例会後
の懇談会の席上、提案されました。

　当クラブはそれを受け、２月理事会において承認され、準備を
することとなりました。
　以上が婚約にいたる経緯であり、会長としての「思い」であり
ます。
　会員各位には十分なるご理解のうえ、相互の友情がこれを機会
とし高まりますことをおおいに期待をし、有意義なる友好関係を
築き上げたいと念願いたすものです。
　以下、小石川ＲＣについて記しますので、ご承知くださいますよ
う。
　どうぞ宜しくお願いいたします。

＜私が承知するご縁のきっかけ＞（推測の部分もあります）
①当クラブ創立記念例会講演を纏めた小冊子が縁で、小石川
ＲＣ高月清司氏と交流。
磯野直前会長の人格をもって、金沢北ＲＣの全体像を理解され、
素晴らしいクラブであると認識されたようである。

②つまり、当クラブは常にロータリーの本質を研究し、勉強
するすばらしい会員の集まったクラブと思われた模様で、恐縮
しているところもあります。

③今年度の事業に友好クラブの模索を掲げた曽我会長の感性
にまさに適合するかもしれない相手として当クラブが急浮上し
たのではないか。

④曽我会長の描かれる理想の対象クラブの条件（高月氏のメー
ルより）
・小石川クラブと規模・歴史が似ている
・例会場が金沢市内にあり、メイキャップしやすい
・親睦も大事だが、職業奉仕について考えている

＜東京小石川ＲＣの特徴＞（高月氏のメールより）
①文京地区にあり、江戸文化・教育的環境に活動する
②高齢者が多い（平均年齢６５歳）
③中小企業経営者が多い（幽霊会員を除き、３～４０名の参加）
④婦人会員はいないが、配偶者は誕生会や旅行によく参加さ
れる

⑤例会場は椿山荘で庭園は良く、食事が美味しい。ビジターフイ
は３,５００円と都内では格安

〈蛇足〉
芝蘭（しらん）：めでたい霊芝と、香りのよい蘭。転じて君子

や善人のたとえ
芝蘭の友 　　    ：よい感化をもたらす友人
芝蘭の契り　　：よい感化を受ける友人と親しくつきあうこと

会　長　安　宅　雅　夫

－七稲地蔵と綿津屋政右衛門－

クラブ広報委員長　米　澤　修　一

　当家の菩提寺は、材木町の静明寺である。卯辰山と浅野川を背
にした国光明媚な地に在り、「徳田秋聲心の道」などが整備され、
朝夕の散策や観光客が足をのばす。宗派は日蓮宗。慶長１７年の開
祖で歴史ある寺である。
　墓地の中央に文豪、徳田秋聲歴代の墓が並び、その隣りに綿津
屋政右衛門の墓がひっそりと建っている。
　さてこの政右衛門なる人物はどの様な人であったか、少し調べ
てみた。
　彼は富山は砺波の出で、酒屋兼農家の二男に生まれ、金沢に出
て米穀の定期取引を業とした。その後、卯辰茶屋町のお茶屋、綿
津屋忠蔵の養子となったとある。
　天保二年、遊廓禁止の後、芝居を興行、失敗したが曲馬が偶然
当りを取り次第に家運を快復させた。侠客的な面もあり彼の中年
以降は町の為に尽力を注いだ。
　特に有名なのは安政の泣き一揆事件である。安政５年（１８５８）

は地震や冷夏、長雨で稲が実らず大飢饉であった。米の値段が買
い占めや売り惜しみで高騰し、庶民の生活は苦しくなり、町衆は
願い出ても聞き入れてもらえず、皆で藩主斉泰に訴えることとなっ
た。
　７月１１日の夜、老若男女約２０００人が卯辰山に登り、城に向かっ
て「ひだるい（ひもじい）わいやー」「食われんー」と泣き叫び、
その声が城までわずか１.７ｋｍの殿様にも聞えた。翌日藩の御蔵米
５００俵が放出された又米の値段も下げられる命令が出された。
　卯辰山は金沢城を見下ろせる為立ち入りは禁止されていた。又、
手続をふまないで直訴する事は重罪でした。そのため一揆の首謀
者７人が捕縛され五人が打ち首、二人が獄死したのです。
　後年になり有力者綿津政右衛門や町の人々が犠牲になった七人
の供養のため、稲穂を抱いた七体の地蔵を建立。七稲（なないね）
地蔵と呼ばれ、現在も旧観音町の寿経寺の門前に祀られている。
　静明寺の門徒として、先達の偉業に想いを巡らした次第である。

芝蘭の友
　－東京小石川ＲＣ－〈友好クラブ締結にあたって〉
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磯野（進）　内堀　卯野  

小川　奥田　高岡  

多々　中村（芳）　橋本  

松平　木村　本岡　森  

横井　中村（實）　坪田  

油井　合田  

上田　岡田　磯野（洋） 

小間井　馬場  

 

魚住　中川　中田  

皆川　小泉　勝田  

屶綱　二塚　平本  

山上　高畠　佃  

的場　越田　濱井  

水巻　松田　深山  

瀧川  

委員会名簿（2010 ～ 2011）

　第1742回例会
　２月１８日（木）みぞれ　12：30 ～ 13：30　  松魚亭

１． クラブフォーラム
２．出　欠
　出席３３名　欠席２３名　
　出席率６０．０％　ビジター１名
３．来訪者（敬称略）　

　金　沢ＲＣ　　河野良三
４．幹事報告
　・例会終了後、例会場にて理事会開催
 ニコニコボックス
　安宅君、汐井君
　　　　　クラブフォーラム。長谷川委員長、宜しくお願い致しま す。
　畠君　　立春を過ぎていますが、寒い日が続いています。ご自愛く
　　　　　ださい。

合計３，０００円（累計４５６，０００円）


